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完 了 報 告 書 

記入年月日 ２０２6 年 2月 13日 

採択団体名 香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構 地域強靭化研究センター 

■事業概要 

基本情報 

事業名 災害証言記録からみんなで学ぶコミュニティ防災教育 

事業内容 

事業内容①：災害証言動画の拡充 

事業内容②：こども防災会議の開催 

事業内容③：ジオ防災まちあるきの開催 

事業内容④：香川県・高松市が主催するコミュニティ防災教育機会での活用 

事業内容⑤：防災ソング「そなえたらこわくない」の普及 

事業背景 

平成26年4月より地区防災計画制度が施行され、地域コミュニティにおいて企業や行政等との連

携による防災活動が益々活発化している。防災活動の実施においては、過去の災害から学び、将来起

こり得る災害に対する備えや地域社会での支え合いをあらゆる主体が連携して実践する必要がある。

このような実践を広く展開するためには、様々な主体を対象とした防災意識の向上策が求められてい

る。 

コミュニティ 

設立の経緯 

申請者である香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携推進機構では、連携自治体先である香川

県や県内17市町とともに、県内学校園で南海トラフ地震や極端気象発生のメカニズム、想定される被

害と対策、地域コミュニティと学校の連携等の防災教育活動を実施してきた。また、地域コミュニティ

における地区防災計画活動や防災訓練等の場において地域の地理的特性やまちの現状を把握する防

災まち歩き等を実施してきた。 

また、南海トラフ地震による甚大な被害を想定した BCP（事業継続計画）・DCP（地域継続計画）推

進を目的に「香川地域継続検討協議会」を平成２４年に設立し、香川地域における国・県・市町等の行

政機関や企業との連携を推進している。 

本事業に関する過去

の取り組み内容 

申請者は、下記に示す防災教育を実施しており、連携団体である香川県や県内市町と児童・生徒や

一般住民、学生、企業等を対象とした様々な防災教育を実施してきた。 

・小学校を対象とした南海トラフ地震に関する防災教育の実施 

・防災ソングの作成と普及啓発 

・さぬきっ子防災リーダー養成講座 

・子ども防災会議の開催 

・ジオ防災まちあるきの実施 

・災害証言動画の公開 

・防災教育に関わる各種イベントの開催 

・企業に対するBCP普及勉強会の開催 

・防災士養成講座（学生・社会人） 

・学生・社会人を対象とした大学院プログラム「四国防災危機管理プログラム」の開催 

・外国人学生を対象としたさくらサイエンスプログラムの実施 

・学部生への防災・危機管理に関する講義の提供 等 

事業体制 

・香川県危機管理総局危機管理課：事業内容④の実践 

・高松市総務局危機管理課：事業内容①に関する知見の提供と住民照会、事業内容④の実践 

・小豆島町役場総務課危機管理室：事業内容①に関する知見の提供、事業内容③の実践 

・香川地域継続検討協議会：事業内容①に関する普及展開 
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全体スケジュール 

（例）調整や打ち合わせ等、採択前の活動がある場合はそちらも記載すること 

<9月～10月> 

・かがわ防災フェスタにてコミュニティ防災教育実践 

・香川大学防災インスタグラムにて災害証言記録の配信 

・災害証言記録収集活動を開始 

・香川県公式防災 LINEで災害証言記録の配信 

・高松市防災フェアにてコミュニティ防災教育実践 

<11月～12月> 

・かがわ防災意識向上プロジェクト（香川県内商業施設で開催）にてコミュニティ防災教育実践 

・こども防災会議（香川大学）の開催 

・土木学会海岸工学講演会（高松開催）一般公開セッションにてコミュニティ防災教育実践 

・香川大学ダイバーシティ＆インクルージョンフェスタにてコミュニティ防災教育実践 

・自主防災組織リーダー研修会（香川県）にてコミュニティ防災教育実践 

・ジオ防災まち歩き（小豆島）の開催 

・災害証言記録を活用したコミュニティ防災教育ガイド教材の作成着手 

・災害証言記録収集活動を継続 

・中間報告書作成 

＜１月～２月＞ 

・振り返りを実施し、成果報告書作成 

事業目標・事業成果 

事業目標全般 

(教育提供者側) 

・香川県の既往災害の継承を目的とした災害証言動画の拡充（証言者４名分） 

・児童生徒を対象とした防災教育の実践 

・香川県民を対象とした防災教育の実践 

事業成果全般 

(教育提供者) 

・災害証言動画の拡充（証言者４名分を収集） 

・子ども防災会議（参加児童 11名、保護者 10名）の開催と動画活用 1回 

・ジオ防災まち歩きの開催（参加児童１５名）と災害教訓伝承 1回 

・香川県が主催するコミュニティ防災教育機会での動画活用３回、香川県公式防災 LINE（登録者約

4,500名）での動画配信、高松市が主催するコミュニティ防災教育での動画活用 1回、インスタグラム

アカウント（カダイ防災ラボ）での配信（合計視聴回数約 500回） 

・防災ソング「そなえたらこわくない」の普及３回 

事業目標全般 

(参加者側) 

・児童生徒：香川県の既往災害に対する理解促進と主体的な学びの促進 

・一般住民：香川県内の災害教訓の継承と防災活動への活用 

事業成果全般 

(参加者側) 

・児童生徒：香川県内の既往災害に対する理解促進と主体的な学びの場の享受 

・一般住民：香川県内の災害教訓の継承と防災活動への活用 

展開できる 

知見やノウハウ 

・既往災害に関する情報収集と公開方法 

・コミュニティ防災教育での具体的な活用シーン 

・学術機関と行政機関における地域防災における連携ノウハウ 
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コミュニティ防災教

育の重要な観点 

・対象者に応じた適切な教育を適切なタイミング提供できるよう、関係団体との協力関係を構築して

おくこと。 

・関係団体が実施している各種事業を相互に理解しておくこと。 

残課題等 
・大学の有する防災教育コンテンツの効果的な社会還元方法 

・引き続きの災害証言の収集と普及啓発 
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■事業内容 

事業内容① 災害証言動画の拡充 

事業内容①目標 

(提供者側) 

昭和 49年・51年小豆島豪雨、平成 16年高潮いずれかの災害証言記録を 1名作成する。昭和 21年

に発生した昭和南海地震の被災者を対象に３名程度の災害証言記録を作成・公開する。 

本事業の成果を活用し、災害証言動画を活用したコミュニティ防災教育のガイド教材を作成する。 

事業内容①目標 

(参加者側) 

・児童生徒：香川県の既往災害に対する理解促進 

・一般住民：香川県内の災害教訓の継承と防災活動への活用 

事業内容① 

災害証言動画収

集・動画作成 

（実施日：

11/25、12/8、

12/25） 

■具体的な取り組み内容 

事業内容①の概要を文章ベースで記載 

昭和 49 年・51 年小豆島豪雨、平成 16 年高潮いずれ

かの災害証言記録を 1 名作成する。昭和 21 年に発生し

た昭和南海地震の被災者を対象に３名程度の災害証言記

録を作成・公開する。 

 

■成果(提供者) 

事業内容①の成果や結果を文章ベースで記載 

 高松市役所からの調整により証言記録対象者を選定。

平成16年高潮災害１名、昭和21年昭和南海地震６名（２

名＋２組）を紹介いただき、この内平成 16年高潮災害１

名、昭和 21年昭和南海地震２名について撮影を行った。 

高松市二番丁コミュニティセンターから紹介いただき、南

海地震体験者の藤本さん・田村さんの撮影を行った。 

合計４組について公開可能なように動画の編集を行い公

開した。 

 防災教育としての活用に資する、教材を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動画視聴とセットで活用する演習教材 

 
2025/11/25撮影 角田さん 

https://youtu.be/cOXnBW505qM 

 

 
2025/12/8撮影 森さん 

https://youtu.be/h1nLDwVyo_0 
 

 
2025/12/8撮影 長﨑さん 

https://youtu.be/e4buN3tbFZI 
 

 
2025/12/25 撮影 藤本さん・田村さん 

https://youtu.be/mdMDJYgmadc 
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事業内容①を実

施する中で発生

した課題や失敗

点 

 

■発生した課題や失敗点 

 南海地震は 80年前に発生した災害であり、証言動画対象者が限られる。 

 

■乗り越えた方法 

 地域の実情に詳しいコミュニケーションセンターや自治会長から紹介をいただいた。SNSで募集を呼び

かけた。 

事業内容①を実

施する上で工夫

した点 

 南海地震を対象とした証言動画は、80年前の記憶であり対象者に負担がかかることが想定されること

から、数分程度の動画とした。 

事業内容① 

残課題等 
 特になし 

事業内容② こども防災会議の開催 

事業内容②目標 

(提供者側) 

香川県内の小学５・６年生を対象に、防災の未来社会を考える「こども防災会議」を開催する。こども防

災会議では、地域コミュニティの共助を考える議題とし、学習教材として災害証言記録を活用する。 

事業内容②目標 

(参加者側) 
・香川県の既往災害や南海トラフ地震に対する理解促進と主体的な学びの促進 

事業内容② 

実施内容 

 

基礎講座「南海ト

ラフ地震対策」 

（実施日：

11/16） 

 

■具体的な取り組み内容 

香川大学金田特任教授による基礎講座を実施した。 

映像等を用い、地震のメカニズム等についての説明を行

った。 

 

 

■成果(参加者) 

 11名受講者全員が南海トラフ地震に関する知識が「深

まった」と回答。 
 

事業内容② 

実施内容 

 

未来の防災アイ

テムを考える（グ

ループワーク） 

（実施日：

11/16） 

 

■具体的な取り組み内容 

事業内容②の概要を文章ベースで記載 

３～４人の班に分かれ、未来の防災アイテムについて意見

を出し合い、班ごとにプレゼンテーション形式での発表を

行った。 

 

■成果(参加者) 

未来的視点の重要性を学び、グループ内で議論すること

により、主体的に学ぶことができた。 

発表を行うことでプレゼンテーションスキルも向上した。  
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事業内容②を実

施する中で発生

した課題や失敗

点 

 

■発生した課題や失敗点 

・特になし 

■乗り越えた方法 

・特になし 

事業内容②を実

施する上で工夫

した点 

・グループごとの発表に関し、順位をつけるのではなく、様々な名称の賞を用意することで、参加者のモチ

ベーションアップに繋げた。 

事業内容② 

残課題等 
・参加者の募集方法 

事業内容③ ジオ防災まち歩きの開催 

事業内容③目標 

(提供者側) 

小豆島町の小学生を対象に、ジオと防災の視点から防災まち歩きを実施する。学習教材として災害証

言記録を活用する。 

事業内容③目標 

(参加者側) 
・香川県の既往災害に対する理解促進と主体的な学びの促進 

事業内容③ 

小豆島町立安田

小学校 6年生防

災さんぽ（実施

日：１１/１３） 

 

■具体的な取り組み内容 

 

【小豆島町立安田小学校 6年生防災さんぽ】 

(1)実施日：2025年 11月 13日（木） 

(２)スケジュール： 

8:30-9:00  ①直前打ち合わせ（全員） 

 9:25-9:35 ②ガイダンス（長谷川） 

 9:45-10:30 ③防災さんぽ（全員） 

10:40-11:00 ④ふりかえり（長谷川） 

11:00-11:05 ⑤おわりのあいさつ（全員） 

（３）参加者： 

  香川大学危機管理機構：長谷川修一、高橋真里 

香川県防災士会：山西輝美、寿敬太郎、向井明以 

小豆島町総務課危機管理室 寳田係長、岡主任 

      生涯学習課 山本主管、真砂主査、岡本主事   

  小豆島町立安田小学校：林宗利校長 

                  6年生の児童 15名 

（４）実施内容 

①直前打ち合わせ 

 10月 31日に林校長、寶田係長らと下見をした結果

に基づき、まち歩きの地点と地点間の移動方法を確認

した 

②ガイダンス。 

【ねらい】についての説明をした。 

・自分たちがどんな土地に住んでいるかを知る。 

・その土地おける過去の災害の話を聞いてみる。 
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・災害後、先人たちがまちをどのように復興したかを学

ぶ。 

【防災さんぽのコツ】、コースとポイントについて説明し

た（右図参照） 

③防災さんぽの実施 

 

④ふりかえり 

 図と写真を使って防災さんぽの振り返りを行った。 

⑤おわりのあいさつと感想文の作成 

 後日、15名の感想文を送付いただいた。 

 

■成果(提供者 or参加者) 

（１）提供者に対しての成果 

 ジオの視点による小学生高学年向けの防災まち歩き

方法に関するノウハウを蓄積することができた。 

 

（２）参加者に対しての成果 

安田小学校教員だけでなく、小豆島町役場職員にと

って地域の大地の成り立ち（ジオ）から、地域の災害特

性、過去の災害の歴史だけでなく、災害からの復興の歴

史を学ぶことができた。 

また、参加した児童の感想文から、以下の成果を確認

することができた。 

・災害を自分ごととして受け止めることができるように

なったようである。 

・災害を乗り越えた先人の努力に感謝できるようになっ

たようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【感想文の一例】 

 
 

 

事業内容③を実

施する中で発生

した課題や失敗

点 

■発生した課題や失敗点 

50年前の災害の状況をどのようにイメージするかが課題であった。 

 

■乗り越えた方法 

50年前に役場が撮影した写真を、A３版に拡大して掲示した。また、当時に災害を体験した住民に語って

もらうことによって、災害を身近に感じるようにした。 

 

事業内容③を実

施する上で工夫

した点 

 

ハザードマップの色分けだけでなく、土地の高低を歩くことによって体感し、土地の違いと災害との関係

を理解できるように工夫した。 

 

 

事業内容③ 

残課題等 
特になし 
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事業内容④ 香川県、高松市が主催するコミュニティ防災教育機会での災害証言動画の活用 

事業内容④目標 

(提供者側) 
地域防災リーダーやコミュニティを対象とした防災教育機会において災害証言記録を活用する。 

事業内容④目標 

(参加者側) 
 香川県内の災害教訓の継承と防災活動への活用 

事業内容④ 

実施内容 

 

香川県防災セン

ターでの放映 

（実施日：11/15

～） 

 

■具体的な取り組み内容 

香川県防災センターにおいて、毎週土日祝の営業時間

内で、災害証言動画を放映し、普及啓発を行う。 

 

■成果(参加者) 

 平均 45人／日の来場者に対し、災害証言動画の存在

の周知、内容の理解を行った。 

 

事業内容④ 

実施内容 

 

商業施設イベン

トでの放映 

（実施日：

11/22） 

 

■具体的な取り組み内容 

香川県主催で実施された商業施設での防災イベントに

おいて、災害証言動画を放映し、参加者への普及啓発を

行う。 

 

■成果(参加者) 

 230人が来場し、災害証言動画の存在の周知、内容の

理解に繋げた。 

 

事業内容④ 

実施内容 

 

商業施設イベン

トでの放映 

（実施日：

12/23） 

 

■具体的な取り組み内容 

香川県主催で実施された商業施設での防災イベントに

おいて、災害証言動画を放映し、参加者への普及啓発を

行う。 

 

■成果(参加者) 

 343人が来場し、災害証言動画の存在の周知、内容の

理解に繋げた。 
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事業内容④ 

実施内容 

 

香川県公式防災

LINEでの配信 

（実施日：12/2） 

 

■具体的な取り組み内容 

香川県公式防災 LINEアカウントで動画の配信を行っ

た。 

 

■成果(参加者) 

 登録者数 4500人に配信。 

 

事業内容④ 

実施内容 

 

高松市仏生山防

災フェアでの放

映 

（実施日：1０/2

６） 

 

■具体的な取り組み内容 

高松市主催で実施された防災イベントにおいて、災害

証言動画を放映し、参加者への普及啓発を行った。 

 

■成果(参加者) 

 100名ほどの子育て世帯から高齢者など様々な住民へ

普及を行った。 

 

 

事業内容④ 

香川大学危機管

理シンポジウム

でのコミュニティ

防災教育の実践 

（実施日：1０/2

８） 

■具体的な取り組み内容 

 香川大学が主催した危機管理に関するシンポジウムで

災害証言動画を放映し、参加者への普及啓発を行った。 

 

■成果(提供者・参加者) 

 香川大学において防災教育をテーマにしたシンポジウム

を開催。災害証言動画について紹介を行い、参加者へ視

聴頂いた。香川県民、企業、行政、研究者、教員等の対面

82名・オンライン 90名合わせて 172名が参加した。 

 参加者へのアンケート結果では、79％が内容について

「満足」と回答しており、感想では「・防災教育に関する

様々な立場からの事例を聴くことができ、自身の地域の

現状や今後の取り組みへのヒントが見え大変参考になり

ました。」「・地域住民、小学生への防災活動・教育手伝い

において、マンネリ化してきていると感じつつ、より良い

方法が思いつかず、どうしたものかと思っていたのです

が、良いヒントを頂きました。地元小学校への防災訓練を

毎年実施しているのですが、視点を変えて考えてみま

す。」などが得られた。 
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事業内容④ 

土木学会海岸工

学講演会でのコ

ミュニティ防災教

育の実践 

（実施日：

11/25） 

■具体的な取り組み内容 

土木学会海岸工学講演会（高松開催）一般公開セッショ

ンにて、既往研究で作成した平成16年高潮災害に関する

災害証言動画の放映を行った。 

 

■成果(提供者・参加者) 

同講演会では、「四国の沿岸防災と危機管理」をテーマ

に専門家によるセミナーが開催された。同講演会では、対

面・オンライン合わせて土木学会員、一般の340名の参

加が得られ動画を視聴した。 

 
講演会 
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事業内容④ 

実施内容 

 

インスタグラムア

カウント（カダイ

防災ラボ）での災

害証言動画配信 

（実施日：11/7

～1/31） 

 

■具体的な取り組み内容 

インスタグラムアカウントで災害証言動画を順次配信す

る。 

 

■成果(参加者) 

 12～１月にかけて 3本の災害証言動画を投稿し、合計

約 500回再生された。 

 

事業内容④を実

施する中で発生

した課題や失敗

点 

 

■発生した課題や失敗点 

特になし 

 

■乗り越えた方法 

特になし 

事業内容④を実

施する上で工夫

した点 

香川大学、連携主体が個別に実施している各種イベントで動画を活用するよう、本事業開始当初に聞き取

りを行った。 

事業内容④ 

残課題等 
特になし 

事業内容⑤ 防災ソング「そなえたらこわくない」の普及 

事業内容⑤目標 

(提供者側) 

防災啓発を目的に香川大学で制作された「そなえたらこわくない」をコミュニティ防災教育の場で活用

する。 

事業内容⑤目標 

(参加者側) 

 ■防災教育の参加者（地域への波及効果、学生の理解度等） 

香川県の災害特性に対する理解促進と備えに関する啓発 
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事業内容⑤ 

実施内容 

かがわ防災フェ

スタでの演奏 

（実施日：9/27） 

 

■具体的な取り組み内容 

かがわ防災フェスタにおいて、お昼休みの時間に屋内訓

練場にて防災ソングの演奏を行い、普及啓発に繋げる。 

 

■成果(参加者) 

来場者約2,000人に対し、防災ソングに触れる機会を創

出し、普及啓発に繋げた。 

 

事業内容⑤ 

実施内容  

たくま防災フェ

スタでの放映 

（実施日：

11/24） 

 

■具体的な取り組み内容 

たくま防災フェスタにおいて、南海トラフ地震に係る講話

後に、防災ソング（動画）を放映し、普及啓発を行う。 

 

■成果(参加者) 

参加者約 40名に対し、防災ソングの存在の周知を行っ

た。 
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事業内容⑤ 

実施内容  

香川大学ダイバ

ーシティ＆インク

ルージョンフェス

タでのコミュニテ

ィ防災教育の実

践 

（実施日：1２/１

７） 

 

■具体的な取り組み内容 

香川大学で実施したダイバーシティ＆インクルージョン

フェスタにおいて、金田教授による地震防災の講演の後、

防災ソング（日本語・英語）を披露し、普及啓発を行った。 

 

■成果(提供者・参加者) 

学生、研究者、外国人を含む一般住民などの参加者約

84名（対面５７名・オンライン２７名）に対し、地震防災に

関する講義と防災ソングの普及啓発を行った。 

日本語版もやさしい日本語の歌詞であるが、英語版で

は多様な主体に防災の必要性を啓発するより効果的な機

会となった。 

また、香川大学防災インスタグラムアカウント（カダイ防

災ラボ）でも配信を行った。 

 
 

 
金田教授による南海トラフ地震講義 

 
MillyRise氏による防災ソング（英語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インスタグラムア

カウント（カダイ防

災ラボ）での配信 

事業内容⑤を実

施する中で発生

した課題や失敗

点 

 

■発生した課題や失敗点 

演奏する際に、歌詞を表示するスクリーンのような物があればよかった。 

 

 

■乗り越えた方法 

事前に歌詞カードを作成し、来場者に配布した。 

 

 

事業内容⑤を実

施する上で工夫

した点 

特になし 
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事業内容⑤ 

残課題等 
特になし 

 
 


